
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

令和元年５月２０日 

学校名  福井市麻生津幼小学校   

校園長氏名  松田 正弘      

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 

① 麻生津地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

・教科・総合的な学習の時間・特別活動の授業の中で、環境問題を取り上げた授業を行い

ます。 

・園児・児童の実態に応じて、持ち物を大切にする指導を行います。 

 

② 省エネルギー・省資源 

・使用していない教室や廊下、トイレなどの照明をこまめに消します。 

・プリントを印刷するときは、必要な枚数を確認したり、反古紙を利用したりします。 

 

③ ごみ減量・リサイクル 

・福井市のごみ分別ルールに従って分別します。 

・職員室のごみ箱は１つにして、ごみ減量をめざします。 

・家庭や地域に協力をよびかけ、アルミ缶回収をします。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 

① の環境学習・環境教育で学んだことを掲示物等でみんなに発信できるようにする。（コ

ミュニケーション・協力） 



様式第２号                                                      （提出日）令和２年１月２０日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名     福井市麻生津幼小学校 
（学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 麻生津地区の環境、地球環境について学習します。 

② 水や電気などの資源を大切に使います。 

③ ごみを減らし、リサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習・環境教育 

４年生の社会科｢ごみの処理と利用｣では、学習前と学習後に家庭のごみ調べを行いまし

た。ごみを減らすために家庭で実践したことを発表し、学校でも取り組めることを考えまし

た。実際にクリーンセンターを見学し、ごみを減らすため４Ｒ（リサイクル・リユース・リ

デュース・リフューズ）が必要なことを学習しました。 

また「くらしをささえる水」では、浄化センターへ見学に行き、生活排水を繰り返し使う

ための工夫を学びました。生活排水が微生物の力によって浄化され、川や海に戻されるこ

と、処理中に出されたガスや汚泥も次のエネルギー等に利用されることなどを知り、それら

を新聞にまとめる活動につなげました。ただ何気なく水を使うのではなく、その先に水がど

うなっていくのかを意識して使いたい、という気持ちを持たせることができました。 

また、総合的な学習や道徳では、地球温暖化や森林の働きなどを知り、身近におきている

災害と環境汚染が深く結びついていること、それを防ぐために、どんなことから始めると良

いかを考えることができました。 

 

 

 

 

 

      「クリーンセンター見学」        「見学新聞の作成」 

② 省エネルギー・省資源 

各クラスの係活動の中で、教室移動時に電気を消すことや、手洗いの節水を呼びかけるな

ど、省エネルギーに心がけました。また、教員が様々な教科の中で、省エネを切に呼びかけ

ました。 

職員室には、反古紙をサイズごとに整理し、プリントの印刷に再利用しました。また、職

員会議は、個人のパソコンを開いて行い、 

   ペーパーレス化に努めました。 

 

 「節水をよびかける 

                                      ポスター」 

 

 

 

 「コピー用紙の再利用」 

 



 

③ ごみ減量・リサイクル 

  児童が福井市のごみ分別ルールに従って分別できるよう、ごみ箱にイラストを貼るなど視

覚化させて、低学年でも分かるようにしました。 

  また、学校内のごみが少しでも減るようにと、整美委員会で、かわいいキャラクターの絵

が描いてある簡易ごみ箱を学校内のあちこちに設置し、学校内にごみが落ちていたら、児童

が拾ってすぐに捨てられるようにしました。これはかなり効果的で、ごみを進んで拾う児童

が増えてきました。 

  教員の意識を高めるために、職員室内のごみ箱を１つにしたり、個人のごみは、家に持ち

帰るように呼びかけたりしたところ、職員室のごみは、最初に比べるとかなり減ったように

思います。 

   

 

 

 

 

 

                             「職員室内のごみ箱」 

    「ごみ箱のイラスト」 

 

 

 

                「整美委員会制作のごみ箱」 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①  社会科や総合的な学習での環境学習を通して、福井市でのごみの処理の方法や量を学ぶこ

とができました。また見学新聞を作成しみんなに伝えることで、ごみを減らしたり、リサイ

クルしたりすることの大切さを発信することができました。 

                            （コミュニケーション・協力） 

３ 

見
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 【具体的効果】 

② 社会科や総合的な学習の時間の見学を通して、福井市のごみの処理の方法や量を知

り、ごみを減らしたり、リサイクルしたりすることの大切さを考えることができま

した。 

③ 節電や節水の大切さを考え、掲示物で、園児・児童に節電・節水を呼びかけること

ができました。 

④ 委員会活動を通して、かわいいごみ箱を設置したことで、児童が学校内のごみを少

しでも減らそうという意識が高まりました。 

【改善点】 

・分別したごみが具体的にどのように処理され、再利用されるかについて、各学年に応

じて具体的に指導し、意識が高まるようにしていきたいです。 

・委員会の取り組みにより、学校全体でどれくらいごみが減量できたか視覚化するなど

の工夫をしていきたいです。 


